
2025年 10月 23日 

各 位 

会 社 名  株式会社三ッ星 

代 表 者  代表取締役社長 青木 邦博 

（コード番号 5820 東証スタンダード） 

問合せ先  経理部長       小川 直樹 

電話番号 06－6261－8882 

（訂正・数値データ訂正）「2026 年 3月期第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」 

の一部訂正について 

当社は、2025年８月８日に開示いたしました「2026年3月期第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の

一部を訂正いたしましたので、お知らせいたします。 

また、数値データにも訂正がありましたので、 訂正後の数値データも送信いたします。 

１．訂正内容と理由 

訂正の内容と理由につきましては、別途、本日（2025 年 10 月 23 日）付「過年度の有価証券報告書の訂

正報告書の提出及び過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照くださ

い。 

２．訂正箇所 

訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから訂正事項につい

ては、訂正後のみ全文を記載しております。 

以 上 
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1. 2026年3月期第1四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 2,714 1.2 20 26.0 24 3.4 19 39.9

2025年3月期第1四半期 2,682 11.3 15 ― 23 ― 13 △73.8

（注）包括利益 2026年3月期第1四半期　　△9百万円 （―％） 2025年3月期第1四半期　　74百万円 （△24.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第1四半期 5.63 ―

2025年3月期第1四半期 4.03 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 12,539 6,595 52.6

2025年3月期 12,728 6,663 52.4

（参考）自己資本 2026年3月期第1四半期 6,595百万円 2025年3月期 6,663百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 0.00 ― 17.00 17.00

2026年3月期 ―

2026年3月期（予想） 0.00 ― 17.00 17.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,538 3.3 60 90.5 66 28.9 51 24.5 14.82

通期 11,176 2.8 230 63.3 215 38.8 158 △26.7 45.90

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項　（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 有

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項　（会計方針の変更に関する注記）」をご
覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期1Q 3,799,965 株 2025年3月期 3,799,965 株

② 期末自己株式数 2026年3月期1Q 357,611 株 2025年3月期 357,611 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期1Q 3,442,354 株 2025年3月期1Q 3,442,801 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご

覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあり穏や

かな回復が続くことが期待されました。一方で、米国の通商政策等による不透明感が見られます。先行きについて

は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えることが期待されますが、米国の通商政策の影

響による景気の下振れリスクが高まっています。さらに物価上昇の継続が消費者マインドの下振れ等を通じて個人

消費に及ぼす影響なども我が国の景気を下押しするリスクとなっています。また、金融資本市場の変動等の影響に

も注意する必要があります。

　当社グループに関連する事業環境におきましては、設備投資においては持ち直しの動きがみられ、公共投資は底

堅い動きとなっていますが、コストの上昇、労働者不足、工事遅延などの影響で、電線事業の販売も前年同期比で

はマイナスに推移しております。ポリマ事業に関しては、景気回復の見通しが不透明でありますが、昨年来の価格

改定の効果が出始めました。LED関連商品の売り上げも当初計画には不十分であり厳しい状況が続いております。

同様に電熱線事業におきましては、 産業機器等の需要が依然として低迷しており、売上高でも前年同期比同程度

と厳しい状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループにおきましては、ＥＳＧ（環境（Environment）、社会（Social）、ガバナ 

ンス（Governance））を経営方針の中核に据え、４Ｓ（新）運動（新分野開拓・新製品創出・新顧客増強・新グロ

ーバル戦略推進）を推進し中長期的、持続的な成長を目指しております。環境面では、脱炭素社会実現のための再

生可能エネルギー活用、風水害や地震の防災・災害復旧工事、海洋汚染問題対策などを、社会面では少子高齢化問

題解決に資する自動化・ロボット化や老朽化した設備のメンテナンス対応などを、ガバナンス面では経営の透明性

やリスク管理の徹底などを重視した経営を行い、今後成長が見込まれる新たな分野開拓を行ってきました。また、

原材料・サプライチェーンの見直しによるコストダウン、工場の生産性向上、品質の維持による生産力強化にも取

り組んでおります。

　利益面におきましては、売上高は前年同期並となり、営業利益、経常利益は予算に届かなかったものの、前年同

期より増益となりました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は2,714百万円（前年同期比1.2％増）、営業利益は20百万

円（前年同期比26.0％増）、経常利益は24百万円（前年同期比3.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

19百万円（前年同期比39.9％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

［電線］

　電線事業の主要な市場である建設・電販は首都圏や地方各都市の再開発、データセンター、半導体工場建設需要

等の大型案件を中心に需要は引き続き堅調に推移していますが、建設工事のコスト上昇、労働者不足、中小工事案

件・工期の順延などの問題に対しては継続して直面している状況でありました。また米国のトランプ大統領が公表

した関税政策により国内設備投資の抑制、サプライチェーンの見直し等で経済に与える影響は広範囲に及ぶ可能性

があります。

　このような状況の中、全体的に需要の停滞感により実需的な動きも低調で厳しい環境の中、新規顧客、案件獲得

等の強化を図ってまいりましたが、その結果、販売銅量では前年同期比ゴム電線・プラスチック共に減少いたしま

した。国内銅価格は前年同期より下落し1,424千円／トン（期平均）で推移しましたので、ゴム電線、プラスチッ

ク電線の売上高は1,886百万円（前年同期比2.8％減）となりました。

　利益面におきましては、銅価変動に伴う価格改定の浸透、高付加価値製品の販売強化、継続的な経費削減、生産

性向上、材料関係のコストダウン等に取り組みましたが、価格指標の国内銅価は引き続き乱高下しており銅価差損

の発生、フィリピン子会社のMitsuboshi Philippines Corporationからの仕入による為替の影響等があり、結果、

セグメント利益は50百万円（前年同期比32.5％減）となりました。

［ポリマテック］

　ポリマテック事業に関連性のある新設住宅着工戸数の前年対比減少が続く中、住宅・住宅設備関連製品は影響を

受けましたが、非住宅分野製品、先進的窓リノベ事業向け製品の受注が増加したことにより売上高は620百万円

（前年同期比15.9%増）となりました。

　新規案件においては、住宅建材以外の業界へ積極的なアプローチ活動により新規受注件数は増加し、またフッ素

系高機能チューブにつきましても各ユーザー様の新規機種への採用決定が増加しております。

　一方でLED関連商品におきましては、前年同期比較で道路照明を主とした案件の増加がありますが、入札時期、

設置工事の遅れ等の影響がでました。第２四半期では、大手ガソリンスタンド案件の受注が見込まれております。

　利益面におきましては、売上高の増加、適正価格での販売効果、生産性向上および経費削減を行った結果、セグ

メント損失は30百万円（前年同期はセグメント損失60百万円）となりました。
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［電熱線］

　電熱線・抵抗線事業の経営環境につきましては、主要販売先及び主要販売市場での過剰在庫の調整は解消されつ

つありますが、米国関税政策の影響や世界経済減速により、全体的には設備余剰感が強く、製造業の機械投資は停

滞しており、産業機器等の需要は引き続き低迷しているとともに、半導体及び電子部品の需要回復も大幅に遅れて

おります。

　家電市場は、一部で好調な動きも見られますが、コロナ禍での巣籠り需要による買換えサイクルの変化等に加

え、経済への先行き不安の高まりや高騰が続く食料品価格が消費者心理にブレーキをかけた可能性があり、全体的

には微減傾向で推移いたしました。

　このような状況の中、当事業の主要販売市場であります産業機器、抵抗器等の電子部品向けの販売も前年同期比

微減傾向で推移し、特に販売量が見込める海外市場からの受注の減少が大きい状況となりました。新規開拓にも注

力いたしましたが、販売量の減少をカバーするには至らず、売上高207百万円（前年同期比0.4％増）となりまし

た。

　利益面につきましては、生産量の減少による影響に加え、主要原材料であるニッケル価格が下落傾向で推移した

ことや棚卸資産評価損の発生、設備老朽化に伴う設備更新、修繕といった固定費の増加などによりセグメント損失

は0百万円（前年同期はセグメント利益1百万円）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は7,845百万円となり、前連結会計年度末に比べ172百万円減少し

ました。これは主に商品及び製品が86百万円増加しましたが、現金及び預金が71百万円、受取手形及び売掛金が

129百万円、電子記録債権が19百万円、「その他」に含まれる未収入金が30百万円減少したことによるものであり

ます。固定資産は4,694百万円となり、前連結会計年度末に比べ17百万円減少しました。これは主に有形固定資産

が8百万円増加しましたが、無形固定資産が14百万円、投資有価証券が7百万円減少したことによるものでありま

す。

　この結果、総資産は12,539百万円となり、前連結会計年度末に比べ189百万円減少しました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は3,456百万円となり、前連結会計年度末に比べ9百万円増加しま

した。これは主に支払手形及び買掛金が73百万円、「その他」に含まれる未払費用が69百万円増加しましたが、１

年内返済予定の長期借入金が35百万円、未払法人税等が27百万円、賞与引当金が35百万円減少したことによるもの

であります。固定負債は2,486百万円となり、前連結会計年度末に比べ131百万円減少しました。これは主に長期借

入金が116百万円、リース債務が9百万円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は5,943百万円となり、前連結会計年度末に比べ121百万円減少しました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は6,595百万円となり、前連結会計年度末に比べ67百万円減少

しました。これは主にその他有価証券評価差額金が5百万円、為替換算調整勘定が21百万円、利益剰余金が39百万

円減少したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は52.6％（前連結会計年度末は52.4％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の連結業績予想につきましては、2025年５月13日公表の決算短信に記載しております連結業績予想

から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,039,773 1,968,262

受取手形及び売掛金 2,244,570 2,114,829

電子記録債権 942,250 922,481

商品及び製品 1,644,968 1,731,410

仕掛品 352,197 341,902

原材料及び貯蔵品 595,125 671,422

その他 198,270 94,842

流動資産合計 8,017,156 7,845,152

固定資産

有形固定資産

土地 2,429,701 2,426,805

その他（純額） 1,578,954 1,590,178

有形固定資産合計 4,008,655 4,016,983

無形固定資産 132,010 117,668

投資その他の資産

投資有価証券 466,748 459,139

その他 103,791 100,244

投資その他の資産合計 570,540 559,384

固定資産合計 4,711,205 4,694,036

資産合計 12,728,362 12,539,188

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 630,924 704,544

電子記録債務 1,222,565 1,178,911

短期借入金 527,052 549,225

１年内返済予定の長期借入金 574,295 538,400

リース債務 48,309 41,970

未払金 135,252 147,598

未払法人税等 47,428 19,959

賞与引当金 79,198 43,488

その他 182,004 232,589

流動負債合計 3,447,029 3,456,689

固定負債

長期借入金 2,120,018 2,003,695

退職給付に係る負債 43,057 42,900

リース債務 122,724 112,780

その他 332,192 327,464

固定負債合計 2,617,992 2,486,841

負債合計 6,065,022 5,943,531

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,136,518 1,136,518

資本剰余金 1,445,439 1,445,439

利益剰余金 3,833,398 3,794,272

自己株式 △144,242 △144,242

株主資本合計 6,271,114 6,231,987

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 287,375 281,810

為替換算調整勘定 79,013 57,238

退職給付に係る調整累計額 25,837 24,620

その他の包括利益累計額合計 392,225 363,669

純資産合計 6,663,340 6,595,657

負債純資産合計 12,728,362 12,539,188
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 2,682,620 2,714,847

売上原価 2,215,505 2,260,054

売上総利益 467,115 454,792

販売費及び一般管理費 451,189 434,722

営業利益 15,925 20,070

営業外収益

受取利息 22 18

受取配当金 2,468 194

受取家賃 1,788 1,788

仕入割引 502 464

為替差益 6,183 9,246

その他 4,790 3,174

営業外収益合計 15,754 14,885

営業外費用

支払利息 6,155 8,739

支払手数料 411 697

その他 1,348 941

営業外費用合計 7,916 10,378

経常利益 23,763 24,576

特別損失

固定資産売却損 － 147

固定資産除却損 0 －

特別損失合計 0 147

税金等調整前四半期純利益 23,763 24,428

法人税等 11,108 5,035

四半期純利益 12,654 19,393

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,203 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,858 19,393

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純利益 12,654 19,393

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39,703 △5,564

為替換算調整勘定 21,164 △21,774

退職給付に係る調整額 981 △1,216

その他の包括利益合計 61,849 △28,556

四半期包括利益 74,503 △9,162

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 75,707 △9,162

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,203 －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（税金費用の計算方法の変更）

従来、税金費用につきましては、原則的な方法により計算しておりましたが、四半期決算業務の一層の効率

化を図るため、当第１四半期連結会計期間より、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しており

ます。

なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 64,991千円 63,487千円

のれんの償却額 344 344

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

電線 ポリマテック 電熱線

売上高

外部顧客への

売上高
1,940,545 535,871 206,203 2,682,620

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

2,119 － 30 2,149

計 1,942,665 535,871 206,233 2,684,770

セグメント利益又は

損失（△）
75,457 △60,974 1,442 15,925

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

電線 ポリマテック 電熱線

売上高

外部顧客への

売上高
1,886,929 620,861 207,056 2,714,847

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

704 － － 704

計 1,887,634 620,861 207,056 2,715,552

セグメント利益又は

損失（△）
50,955 △30,010 △875 20,070

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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